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1. 業績予想の修正について

平成26年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 5,200 100 70 40 3.26 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 5,300 55 27 20 1.63 

増 　減　 額 (Ｂ)－(Ａ) 100 △ 45 △ 43 △ 20 

増　　減　　率 1.9 △ 45.0 △ 61.4 △ 50.0 

（ご参考）前期実績

(平成25年3月期) 5,075 74 71 51 4.20 

【参考】

平成26年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

売　上　高 経 常 利 益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 4,200 60 35 2.85 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 4,220 20 15 1.22 

増 　減　 額 (Ｂ)－(Ａ) 20 △ 40 △ 20 

増　　減　　率 0.5 △ 66.7 △ 57.1 

（ご参考）前期実績

(平成25年3月期) 3,991 74 57 4.67 

2. 修正の理由

以上

記

業績予想の修正に関するお知らせ

1株当たり
当期純利益

(ＴＥＬ：０６―６４１１―１２３６)

　最近の業績動向を踏まえ、平成25年５月14日に公表した平成26年3月期通期連結累計期間の業績予想を下記の

通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

　平成26年３月期通期連結業績見通しに関し、売上高は、建設・梱包向(個別)が、消費税増税前の駆け込み需要や住宅関連

減税等の諸施策による新設住宅着工戸数の増加により、予想を幾分上回る見込みであります。また、電気・輸送機器向(連

結子会社)は、需要家の海外移転や欧州の景気停滞の煽りが引き続きあったものの、第４四半期には回復が見込め、予想を

上回る見込みであります。

　一方、利益面では、建設・梱包向は、原材料・電力料等の製造コストや物流費用等の増加に加え、円安による輸入商品価

格の大幅な値上がり分を販売価格に転嫁する予定でありましたが、これが進まなかった為、営業利益・経常利益・当期純利

益とも大幅な減益となる見込みであります。電気・輸送機器向は、製造コスト等の増加はあったものの、人件費等の圧縮等

により、ほぼ予想通りの利益となる見込みであります。よって、通期連結業績見通しは、増収・減益となる見込みでありま

す。

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

　　　の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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